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市民のうごき
3月末現在(前月との比較)

す
人口 39，193人 -173 

?ぅ 男 18，688人 79 

女 20，505人 94 

世帯 11 ，885世帯 -26 

面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所 編集:市長公室

大洲市のタバコ耕作は、 267名の農家によ

って 1万2，900ア ルに作付され、生産量 300

トン、生産額は 4億 8千万円となっています。

このうち新谷地区で大洲市の約 5分の 1が

生産されています。新谷の中でも、この恋木

地区がタバコ栽培は最も盛んで、写真のよう

に、見える畑の大半はタバコの保温キャップ

でおおわれています。

今月の納税 砂軽自動車税(全期)(納期は5月30日)



(2) おおず広報大洲市民憲章

市
政
の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る

H

教
育
の
振
興
と
地
方
文
化
の

育
成
μ

を
推
進
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
と
し
て
進
め
て
い

ま
し
た
教
育
施
設
が
次
々
と
完
成
し
ま
し
た
。
次
の
大
洲
市
を
担
う
児

童
生
徒
の
教
育
環
境
の
整
備
確
保
の
た
め
、
次
の
施
設
が
完
成
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
施
設
も
、
新
学
期
よ
り
使
用
さ
れ
、
新
し
い
環
境
で
の

教
育
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
成
小
学
校
校
舎

ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

三
階
建
、
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

一
億
八
千
万
円
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎

に
は
、
普
通
教
室
六
教
室
、
特
別
教
室
六
教

室
の
ほ
か
校
長
室
、
職
員
室
、
保
健
室
、
会

議
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
十
一
年
に
建
築

さ
れ
た
前
校
舎
は
、
老

朽
化
し
て
危
険
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
児
童
の

安
全
の
面
か
ら
も
早
急

な
改
築
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
の
で
、
新
増
築

工
事
が
実
施
さ
れ
、
一
二

三
月
中
旬
完
成
い
た
し

田
処
小
学
校
校
舎

老
キラ E召
イヒ手口
し十
で
危年
険に
で建
、築

L宅さ
童れ
のた
安前
全校
の舎
面は
治、

大成小学校 (Z222言語霊童)

ら
も
早
急
な
改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
十
月
に
新
校
舎
建
築
に
着
工

し
、
三
月
下
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

二
階
建
、
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
八

千
七
百
万
円
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
に

は
、
普
通
教
室
五
教
室
、
特
別
教
室
二
教
室

の
ほ
か
校
長
室
、
職
員
室
、
保
健
室
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

上
須
戒
小
学
校
屋
内
運
動
場

前
の
屋
内
運
動
場
は
、
昭
和
二
十
七
年
に

建
築
さ
れ
た
建
物
で
老
朽
化
し
危
険
で
あ
る

う
え
に
、
道
路
を
聞
に
し
た
別
敷
地
に
あ
る

た
め
、
児
童
の
安
全
の
面
か
ら
も
改
善
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
校
舎
に
隣
接

し
て
新
し
い
屋
内
運
動
場
が
建
築
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
昨
年
十
月
に
着
工
し
、
本
年
三

月
下
旬
に
完
成
し
ま
し
た
。

新
し
い
屋
内
運
動
場
は
、
鉄
骨
遺
品
I

家
建

六
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
八
千
百

万
円
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
に
は
、

競
技
場
の
ほ
か
、
地
元
住
民
の
社
会
体
育
活

動
の
利
用
を
考
え
で
各
種
設
備
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
谷
小
学
技
プ
l
ル

児
童
の
体
育
向
上
の
た
め
新
し
い
プ
l
ル

建
設
が
望
ま
れ
で
い
ま
し
た
の
で
、
昨
年
十

月
に
着
工
し
、
本
年
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

プ
ー
ル
は
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
五
コ

I
ス

で
、
総
工
費
二
千
八
百
万
円
で
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

田処小学F/昭和55年度簡易保険〕
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上
讃
小
校
舎
、
屋
内
運
動
場

落

成

式

四
月
四
日
に
上
須
戒
小
学
校
の
校

舎
と
屋
内
運
動
場
の
落
成
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
同

地
区
の
住
民
や
関
係
者
が
参
加
し
、

新
し
い
校
舎
と
屋
内
運
動
場
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

校
舎
は
、
五
十
四
年
度
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
、
近
代
的
な
教
育
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
に
一

年
間
使
用
さ
れ
、
大
き
な
教
育
効
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
当
日
、
屋
内

運
動
場
と
合
せ
て
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
は
、
神
事
に
続
い
て
、

式
典
、
散
餅
が
行
わ
れ
て
み
ん
な

で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

三
月
定
例
議
会

(
追
加
議
案
)

監
査
委
員
に
曽
根
進
氏

三
月
定
例
議
会
開
会
中
に
、
面
会
計
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
四
議
案
が
追
加
上

程
さ
れ
、
最
終
日
二
十
日
に
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
事
案
件
}

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

三
月
末
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
滝
野
茂

氏
の
後
任
に
、
曽
根
進
氏
(
西
大
洲
、
五
十

七
歳
)
が
選
任
さ
れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し

な。固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

大
洲
市
固
定
資
産
評
価
員
に
、
酒
井
千
春

助
役
を
選
任
し
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

大
洲
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

に
、
橋
本
薫
明
氏
(
再
任
、
春
賀
、
六
十
三

歳
)
を
選
任
し
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

憲法週間

5 月 1 日~7 日

日
本
国
憲
法
は
、
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
し

を
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
で
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
も
う
一
度
憲
法
の
精
神
を
十
分
に

か
み
し
め
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

よ
う
に
ひ
が
け
ま
し
ょ
う
。



防
火

消
防
に
決
意
も
新
た
に

昭
和
五
十
六
年
消
防
出
初
め
式

• 

おおず

恒
例
の
昭
和
五
十
六
年
大
洲
市
消
防
出
初

め
式
は
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
た
三
月
二
十
二

日
午
前
九
時
か
ら
肱
川
緑
地
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
に
は
、
市
消
防
団
十
分
団
、
消
防
本
部

署
員
な
ど
八
百
名
あ
ま
り
が
参
加
し
、
防
火

消
防
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
に
続
い

で
、
ポ
ン
プ
操
法
の
演
習
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
消
防
本
部
署
員
に
よ
っ
て
化

学
消
防
車
を
使
っ
て
実
戦
さ
な
が
ら
の
消
防

演
習
が
行
わ
れ
、
最
後
に
消
防
団
に
よ
り
、

肱
川
へ
向
け
て
一
斉
放
水
が
始
ま
る
と
、
見

物
の
市
民
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
わ
く

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
消
防
活
動
に
功
労
の
あ
っ

広報明るい市づくりにつとめる郷土を愛し、(3) 

た
団
員
な
ど
百
八
十
名
の
方
々
に
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
)

消
防
庁
長
官
表
彰

V
永
年
勤
務
功
労
章
上
田
寿
寅

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

V
勤
続
章

森
井
長
治
山
下
亀
三
夫
川
上
義
男

岩
本
和
男
森
利
夫
祖
母
井
敏
範

菊
池
賓

愛
媛
県
知
事
表
彰

V
功
労
章

宇
都
宮
年
秀
藤
田
訓
夫

努
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

V
功
績
章
山
下
亀
三
夫

沼
田
正
太
郎

V
勤
続
章

松
井
充
徳
松
本
吉
正
高
木
正
一

徳
田
泰
雄
新
武
賓
菊
池
和
彦

中
野
正
一
矢
野
雅
一
井
上
清
二

大
下
勝
重
兵
頭
栄
徳
谷
本
泰
啓

藤
本
誠
治
松
本
浩
希
久
米
山
正
一

浅
野
吉
康
奥
田
利
徳
篠
原
健
一

(
合
本
佳
市
井
上
好
丸
井
上
清
雄

高
橋
和
三
郎
冨
永
喜
代
光
斎
藤
雅

藤
田
隆
幸
姫
地
利
光
矢
野
欣
一

大
久
保
英
明
岩
本
公
一
木
下
孝
孜

城
戸
昭
稔
井
上
久
男
久
保
安
男

河
内
恒
幸
大
川
保
範
城
戸
忠
男

石
阿
武
文
寵
室
貝
清
太
田
忠
一

樋
水
重
孝
楠
崎
満
則
矢
野
虎
二
朗

村
上
明
義
西
山
釜
口
近
徳
永
正
雄

椿
本
増
美
都
築
敏
夫
二
宮
正
憲

芳
我
嘉
孝
水
沼
虎
光
佐
野
虎
夫
九

水
本
勇
白
石
純
教
虞
見
兼
信

松
岡
伸
博
岩
本
顕
治

V
規
律
章

大
野
満
雄
兼
口
秀
晴
客
井
康
虞

藤
田
清
宗
往
回
忠
柳
本
利
男

大
洲
市
長
表
彰

山
本
和
昭
道
一
後
隆
朗

岡
田
安
弘
井
上
増
見

和
田
宗
雄
太
田
芳
治

高
石
純
二
宮
崎
義
幸

大
小
〈
口
重
信
山
下
哲
夫

上
野
園
隆
山
下
経
夫

武
嶋
公
一
久
保
徹

藤
尾
一
敏
西
山
輝
幸

村
上
和
男

祖
母
一
井
勉

武
田
章
一
光

宇
都
宮
芳
弘

尾
上
義
虞

藤
本
一
美

上
川
庄
三

滝
野
忠
明

門
脇
頼
男

三

浦

賢

岡

田

賓

矢
野
栄
男

米
津
宏
仁

山
本
松
男
宮
岡
孝
芳

宮
本
書
叫
一
久
保
正
文

瀧
本
亀
六
玉
井
元
次

後
産
虞
喜
上
田
明
利

楠
田
喜
泉
富

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

中
野
博
障
藤
川
秀
幸
佐
々
木
敬

大
下
幹
男
徳
井
利
市
石
岡
正
規

袖
岡
康
利
樋
水
次
男
水
沼
正
佳

西
田
達
雄

大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

遠
香
信
夫
白
石
治
郎
吉
岡
時
三
郎

松

主

量

新

川

弘

徳

田

偉

佐

男

新
卓
三
和
田
正
憲
大
野
詞
朗

河
合
貞
茂
武
田
悦
治
水
井
政
信

藤
田
道
伸
稲
田
滋
山
田
正
広

尾
崎
公
一
村
上
博
一
松
下
動

中
川
秀
幸
森
杢
雲
間
中
川
一
夫

富
永
吉
長
高
井
健
次
瀧
本
重
利

宮
岡
政
義
胸
福
毒
男
平
谷
伊
三
雄

城
戸
哲
雄
岡
本
伸
一
矢
野
暁

池
田
正
茂
池
田
清
宜
松
尾
要

矢
野
源
水
沼
秀
一
武
内
邦
雄

後
藤
武
薫
(
〈
日
本
源
谷
岡
固
定

清
水
一
士
山
新
田
勝
利

愛
媛
県
消
防
豊
富
E

惹
謝
状

V
内

助

の

功

労

者

岩

田

怜

子

大
洲
市
長
感
謝
状

V
消
防
施
設
用
地
無
償
提
供

谷
本
松
美
佐
野
利
男
大
谷
寿
盛

藤

本

秋

夫

久

保

衛

桝

田

進

河
野
友
和
西
野
清
高
山
本
哲
太
郎

福
山
政
見
北
川
福
美
鳳
林
寺

中
川
昇
石
田
信
雪
祖
母
井
ス
ミ
子

V
高
静
香
付

大
洲
縫
製
株
式
会
社

一
昨
日
リ
パ
む

市
道
の
占
用
許
可

に
つ
い
て

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
は
、
道
路
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
市
道
は
市
内
の
地
域
と
地
域

を
結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
も
大
切
な
使
命
を
も

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
市
道
を
、

本
来
の
目
的
以
外
に
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

道
路
に
は
本
来
の
交
通
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、
電
気
、
水
道
な
ど
の
配
線
、
配
管
や

看
板
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

道
路
の
占
用
と
言
い
ま
す
。
道
路
の
占
用
に

つ
い
て
は
、
道
路
本
来
の
機
能
を
妨
げ
な
い

範
囲
で
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
山
道
路
の

占
用
許
可
申
請
書
て
を
市
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

山
道
路
の
占
用
の
目
的

凶
道
路
の
占
用
の
期
間

間
道
路
の
占
用
の
場
所

凶
工
作
物
、
物
件
ま
た
は
施
設
の
構
造
物

問
そ
の
他

看
板
な
ど
で
交
通
の
障
害
と
な
る
も
の
、

ま
た
、
無
許
可
に
よ
る
占
用
者
は
、
道
路
法

一
O
O条
に
よ
る
罰
則
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
道
路
占
用
に
つ
い
て
は
、
市
建
設
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

R
U

④
2
1
1
1
内
線
2
9
1



(4) 

三
部
制
を
実
施
し
、

おおず

)た
O

H
U

住
み
よ
く
魅
力
み
る
地
域
、

山
や
め
る
地
域
づ
く
り
ん
を
め
ざ
す
れ
~
め
の

執
行
体
制
の
確
立
会
翻
り
ま
し
た
。

広報

土
木
に
改
組
し
ま
し
た
。

鷺
』
息
筋
策
の
推
進
体
制

ユ一

をザコくり、

大
曜
に
/

4ろ

ミ

ウ

ア

-v
保
健
体
符
謀
長
補
佐
務
保
鍵
体
育
係

長
久
保
則
常
幸

一
議
(
福
枝
川
添
務
所
次
長
米
援
護
係
長
)

V
大



保
{
所
長
級
一

V
大
洲
保
育
所
前
世
殺
専
門
員
兼

一所長

育

所

お 怠 ず

一
宮
修
子

V
菅
出
保
育
所
長
伊
都
民
正
午
江

保
育
所
長
)
智
大
成
保
育
所
長

C
白
川
弁
ミ
ツ

(
大
成
保
育
所
主
任
〉

V
緋
沢
保
育
所
長v

 

広報

一

林

タ

ツ

子

長
)

V
帝
京
湾
保
育
所
長
波

米
保
育
所
長
〉

V
上
須
校
保
管
所
長
。
舌
悶

抱 32

(5) 

て、い
っ
た

0

・

?

な

わ

ち

、

つ

い

τ

は
禁
制
者
間
綿
入
へ
の
機
底
的
な
糾
搬
を
行
い
、

つ
障
害
者
と
と
も
に
事

[
i
iい
ろ
い
ろ
な
制
度
と

V
大
洲
衛
中

V
一
線
多
幼
稚
園

V
久
米
幼
稚
劇

V
平
野
幼
稔
盤

(
大
部
幼
稚
盤
〉

心
身
離
審
者
挟
蕎
共
溝
制
度

長
い
隣
ご
く
ろ
う
さ
ん
で
し
た
。

病
気
な
ど
に
な

獲
に
魚
沼
の
保
障
会
問
的
と
し
て
終
身
年

会
合
支
拾
す
る
制
度
で
す
。

加
入
資
絡

橋
で
特
別
な
機
」
一
気
や
障
害
の
な
い
人
。

対
象
と
な
る
心
身
樺
害
者
の
範
囲

山
精
神
薄
弱
必

出
身
体
機
答
者
r

一
級
1
三
級
〉

山
川
淵
欄
仙
押
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
鱗
警
の
あ

る
入
で
、
出
家
た
は
出
と
閉
じ
程
度
の
鐸

掛

金

愛
媛
の
取
り
組
み

戦
前
の
解
放
運
動
知

す
カ

げ
い
対
し
て
補
助
会
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
実

擦
の
掛
金
は
よ
3
r
t
t
i
一
6

たの
提
携
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

、
さ
ら
に
ま
た
、
差
別
糾
弾
が
報
復
約
に
な
り

過
激
化
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て

(1) 

と
こ
ろ
で
、
こ

動
乞
昭
和
の
待
代
に
な
る
と
急
激
に
衰
滋
し

ご

い

っ

た

。

つ

で

1耳目の長上金

年
金
の
概
念
ど

四日昏
3
1
1
1
内
線
2
4
6

大
洲
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会



(6) 

第
九
回
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
三
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時

半
よ
り
旧
北
中
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。

おおず

5月5日は子供の日

ま
だ
ま
だ
や
れ
る
/

大
洲
市
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

八
多
喜
地
区
が
優
勝

広報自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる。

当
日
は
、
く
も
り
空
で
少
し
肌
寒
い
天
候

の
中
、
市
内
各
地
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
六
百

五
十
名
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
て
、
十
二
地

区
の
対
抗
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
続
い
で
、
さ
っ
そ

く
競
技
に
移
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、

ふ
う
せ
ん
割
り
、
ボ
ー
ル
送
り
、

あ
ん
こ
競
走
、
玉
入
れ
が
行
わ

れ
、
お
年
寄
り
た
ち
の
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
熱
気
が
会
場
に
あ

ふ
れ
で
い
ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
、
各
種
目
に
ま
ん
べ
ん
な

く
得
点
を
重
ね
た
八
多
喜
地
区

が
優
勝
し
ま
し
た
。

積
極
的
に
体
を
動
か
し
、
心

地
よ
い
汗
を
か
い
た
こ
と
が
健

康
の
増
進
に
つ
な
が
り
、
お
年

寄
り
た
ち
に
と
っ
て
意
義
あ
る

一
日
で
し
た
。

ソE乱船割りミ若い時にもどって

種目
!煩位 1 イ立 2 イ立 3 位|

ボ、ーリング 南久米 上須戒 肱 jヒ
ふうせん割り 相P 沢 上須戒 八多喜

ボール送り 八多喜 上須戒 肱北

あ ん こ 競 走 八多喜 相P 沢 善|

玉 入 れ 八多喜 自主 南 相日 沢|

総合順位 八多喜 柳 沢 上須戒|

果士
口

6
南小

占f尋

5月12日
は

「母の日J

季世ぬ)

五
月
の
第
二
日
曜
日
、
十
日
が

H

母
の
日
H

で
す
。

H

母
の
日
H

の
起
こ
り
は
、
今
世
紀

の
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
が
、
母
の
追

憶
の
た
め
に
教
会
で
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
配

っ
た
ご
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
こ
ず
か
い
を
は
た
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
い
い
で
す
が
、
感
謝
の
一
言
葉
だ
け
は
、

H

お

母
さ
ん
H

に
贈
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

新
谷
小
で
松
本
零
士
さ
ん
と

」
子
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
H

な
ど
で
お
な
じ
み

の
松
本
零
士
さ
ん
と
、
母
校
の
新
谷
小
学
校

マ
ン
ガ
の
受
換

の
聞
で
マ
ン
ガ
の
交
換
が
、
三
月
二
十
五
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

え
ひ
め
・
こ
ど
も
博
会
場
と
新
谷
小
学
校

を
電
々
公
社
の
電
話
回
線
で
稿
び
、
こ
ど
も

博
会
場
か
ら
フ
7

y
ク
ス
を
使
っ
て
、
松
本

さ
ん
自
身
を
描
い
た
マ
ン
ガ
が
送
ら
れ
て
来

る
と
、
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
か
ら
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
谷
小
学
校
の
藤

本
利
雄
君
と
西
岡
恵
美
子
ち
ゃ
ん
の
マ
ン
ガ

を
送
り
、
松
本
さ
ん
と
お
話
し
を
し
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
小
学
校
二
年
生
ま
で
新
谷

小
学
校
で
学
び
、
当
時
学
ん
だ
校
舎
や
校
庭

の
こ
と
を
今
で
も
く
わ
し
く
覚
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

館

新
刊
図
書
案
内

だ

い

こ

ん

の

花

市

川

房

枝

著

天
声
人
語
(
英
文
対
照
)
朝
日
新
聞
刊

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
人
間
教
育
畑
正
憲
著

こ
の
愛
い
つ
ま
で
も
加
山
雄
三
著

日
本
と
朝
鮮
の
古
代
史
書
回
日
間
他
著

十
八
歳
の
亙
米
利
加
俵
萌
子
・
協
子
著

隣

り

近

所

安

藤

一

郎

編

手

話

の

世

界

田

上

隆

司

他

著

知

恵

あ

る

家

づ

く

り

石

田

恒

明

著

郷

愁

の

日

本

語

池

田

弥

三

郎

著

七

宝

焼

桃

井

悦

子

著

公

民

館

入

門

福

尾

武

彦

他

著

書

の

す

す

め

加

藤

喜

一

著

中

国

語

入

門

相

浦

果

著

通
信
教
育
の
す
べ
て
通
信
教
育
研
究
会
編

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
'
剖

N
・
マ
ク
ワ
l
タ
i
編

茜

い

ろ

の

坂

上

・

下

船

山

馨

著

元

首

の

謀

叛

中

村

正

軌

著

娘

は

ば

た

け

三

好

京

三

著

優

し

い

密

室

栗

林

薫

著

下

駄

の

上

の

卵

井

上

ひ

さ

し

著

父

が

消

え

た

尾

辻

克

芦

番

女

た

ち

の

海

峡

平

岩

弓

枝

著

父

と

子

上

・

下

水

上

勉

著

再

建

工

作

津

留

六

平

著

遠

い

旅

の

詩

小

川

安

夫

著

三
つ
の
愛

I
-
E
A
・J
・クロ
l
一一ン

ホ
ル
ク
ロ
フ
ト
の
盟
約
上
・
下

R
・
ラ
ド
ラ
ム
著

淑
女
は
探
偵
が
好
き

J

・
ロ
ウ
著

真
実
の
瞬
間

K
-
A
・
ブ
ル
ム
著

す
わ
っ
て
い
た
ス
パ
イR-w・

キ
ャ
ン
ベ
ル
著

書

図



おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。(7) 

三
月
二
十
六
日
、
城
山
公
園
に
関
係
者
が
集
ま
り
、
桜

ま
つ
り
の
開
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
は
、
ま
だ
三
分
咲
き
で
し
た
が
、
観
光
大
洲
の
幕
開
け

を
祝
い
ま
し
た
。

鰭
ら
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形

カ メ

スケッチ
-Z三四

包怨割
安通安全を願いマスコット贈る

肱北公民館手芸部

春の交通安全運動期間に先がけ、 3月24日、大洲警察署において、肱

北公民館手芸部のみなさんが、交通安全に役立ててくださいとマスコッ

ト人形 103個を交通安全協会に贈りました。

この人形は、新入学児童を形取つであり、 ドライパーにと子供に気を

つけてミと呼びかけるために、車のガラスに取り付けられるように吸盤

がついています。

一フ

企コミュニティ集会所完成

富久保(写真〉ほか 3ケ所

昭和55年度事業として進めていました。コ

ミュニテイ集会所が次々と完成しました。完

成 したのは、菅田の西谷、新谷の冨久保、小

貝、そして上須戒の折尾の各集会所です。い

ずれも木造平家建、 54平方メートル(16坪)

で、コミュニティ推進に役立つものと期待さ

れています。

第11
市
立
博
物
舘

大
洲
市
立
博
物
館
の
第
十
一

次
展
示
は
、
「
加
藤
文
麗
公
」
の

特
集
を
四
月
か
ら
七
月
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

文
麗
公
は
、
三
代
大
洲
藩
主

泰
恒
の
次
男
と
し
て
、
一
七
O

六
年
に
大
洲
に
生
れ
、
旗
本
三

千
石
の
大
叔
父
加
藤
泰
茂
の
養

子
と
な
り
、
諸
役
を
経
て
、
一

七
五
三
年
に
隠
居
し
予
斎
と
号

し
ま
し
た
。

公
は
、
画
を
好
み
、
狩
野
派

の
巨
匠
法
眼
周
信
を
師
と
し
、

数
々
の
気
口
聞
の
高
い
絵
を
残
し

一
七
八
二
年
に
没
し
ま
し
た
。

教室でマスコットを作るみなさん

層 0 轟住 0 舎でーして実度雲さと事 住
=月末までの

声「街 トキ耐軽 宅問 む 月 た ど 今制ても れ重定同資 マ 4“ 4 
を危頭 し火減の しす二。のさ すのま 入イ
かなで く建期二 で 、 十1 い。日適告!jれの。促進をすoしホ 都~担4宮量2軽『REE』ヨ

大洲市内の交通事故けいは
④ は 物 間 分百ヰιZ 床 以用度、正税告己女リ た lまよ 2 '(j:はの百面降さがよ ごとム 大

し L 子 l 税五三 」 積 にれ適り 図れのき
3月末 昨年 よ， i:共

1 務年牢が日平立の 暫築ーる用多く るは室穂カf 、義築国足さ察以.1.1
現在 同期 フ気 1 諜間間減 l 要 のさで目、一 れ

。を老
内固 1 士額ト f牛 さ同れの、 的税制面力、 一定し l資♀隼 商u:u 

件数 31 50 つ人
線定 二さル方な れ る在宅震そ で ーのた ま十撞員け

2 資 階れをメど た1ヰ昭玉二 こ の 設け 分有嬰号F2こ5 り 税負傷者 40 57 
で障 1産以ま。皇と の、し
L 霊主

5 禁 占-joE; t i b iカず 主iて3 喜毛主 係た要と暑
死者 。3 愛な ま Ef つ対た護よ件

のど 弔立 たのJレ いまし 告11 すり
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳
幼
児

k
は必
f
l

検

診

J-
一一一グ凶批

実

施

日

該

当

者

5
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
田
年
目
月
生
※

5
月
比
日
(
木
)
昭
和
弘
年
叩
月
生

5
月
四
日
(
火
)
昭
和
田
年
5
月
生
※

5
月
白
日
(
火
)
昭
和
田
年
4
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分
l
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

おおず広報

学母

級親

iZ 

せ

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
わ
母
さ
ん
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の
か
た
は
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5
月
8
日
妊
娠
中
の
保
健
、
妊
婦
体
操

5
月
泣
日
妊
産
婦
の
栄
養
と
歯
の
衛
生

らi>'知せらし

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用下さい。

砂交通事故相談

とき 5 月 8 日 10時~16時

5月20日。

ところ 市役所第一会議室

砂人権相談

と き 5月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

と き 5月1臼

5月11日
5月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 5月20日 10日寺~15 日寺

ところ 大洲市民会館

急がれる時は電話で

含④ 37 9 4 (玉木)

砂税務相談

とき 5 月 21 日 10時~15時

ところ 大洲商工会議所

担当 高松国税局税務相談室

砂不動産相談

と き 5月15日 9 時~16日寺

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(欄フヂエダ内)

i>' せ』フお知

宮
④
3
ワ
7
5

6
月
ロ
日
お
産
の
準
備
と
経
過
他

6
月
初
日
乳
幼
児
の
心
理
と
し
つ
け

7
月
刊
月
乳
幼
児
の
保
健
、
泳
浴
実
習

※
時
間
は
い
づ
れ
も
日
時
1
日
時

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

小
児
マ
ヒ
予
防
の

H

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
M

の
投
与
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
(
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
か
た
)

O

一
回
目
昭
和
田
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
田
年
1
月
白
日
ま
で

O
二
回
目
昭
和
田
年
2
月
1
日
か
ら

昭
和
田
年
6
月
初
日
ま
で

O
昭
和
白
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か

た
で
ま
だ
投
与
を
受
け
て
い
な
い
か
た
。

料

金

無

料

日
時
・
対
象
地
区

5
月
お
日
(
木
)
日
時
却
分
l
u時
加
分

肱
南
、
肱
北
地
区

5
月
幻
日
(
水
)
日
時
i
M時

連
絡
所
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

13日寺~16時

厚
生
連
検
診

月

日

対

象

地

区

5
月
1
日
(
金
)
平
野

5
月
2
日
(
土
)
久
米

5
月
6
日
(
水
)
新
谷

5
月
7
日
(
木
)
上
須
戒

5
月
8
日
(
金
)
三
善

5
月
日
日
(
金
)
南
久
米

場

所

連
絡
所

久
米
集
会
所

連
絡
所

連
絡
所

// 

5
月
3
日

5
月
4
日

大
洲
中
央
病
院
含
④
4
5
5
1

菊
原
外
科
医
院
倉
④
4
6
4
6

清
水
内
科
医
院
含
⑤
2
0
2
2

市
立
大
洲
病
院
合
④
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院
合
④
4
5
5
1

5
月
5
日

5
月
刊
日

5
月
口
日

5
月
但
日

5
月
紅
白

。。

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
内
に
あ
り
ま
し
た
、
社
会
教

育
課
お
よ
び
保
健
体
育
課
は
、
四
月
一
日
付

の
機
構
改
革
で
、
旧
公
会
堂
一
階
に
事
務
所

を
移
転
し
ま
し
た
。

お
く

も
の区。
汽J

ま
ご
こ
ろ
の

// 

金

一

封

若

宮

仲

岡

ツ

ヤ

コ

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
と
大
洲
育
成
圏

へ

)

藤

縄

田

中

弘

志

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
と
市
社
協
へ
)

平

野

町

東

文

道

金
一
封
(
原
稿
の
謝
礼
金
と
し
て
)

中

村

魚

谷

年

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
と
み
す
寮
へ
)

長
浜
町
谷
淵
ミ
ヤ
子

(
物
品
の
口
座
一
)

車

椅

子

一

台

中

村

横

田

道

子

以
上
、
社
会
福
祉
董
采
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
費
E

あ
な
た
と
と
も
に
赤
十
字

// ク

五
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

こ
と
し
も
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
県
下
一
斉
に

社
員
増
強
・
社
資
募
集
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
二
百
三
十
五
万
円
を
目
標
額

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
赤
十
字
運
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
洲
地
区
で
は
、
例
年
の
と
お
り
、
各
地

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

知'!!?O

つ検
い針
てに

毎
月
、
ど
れ
く
ら
い
の
水
量
を
使
用

さ
れ
て
い
る
か
検
針
に
お
伺
い
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
(
量
水
器
)

の
近
く
に
犬
を
飼
わ
れ
て
い
ま
す
と
、

検
針
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
犬
は
メ
ー

タ
ー
の
そ
ば
に
飼
わ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

まま

4-5968 

4-6232 

4-3792 

6-0265 

4-3086 

6-0065 

4-4519 

休日の漏水修理
当番日| 業 者

5月 3日Ii護団水道庖

5月4日l清水水 道商会

5月 5日|中里子管工事工業

5月10日|西田水道底

5月17日|浜田ポンプ底

5月24日l星加鉄工所

5月31日l土居鉄工所

後

記

五
月
は
、
三
、
四
、
五
日
と
三
連
休
と
な

り
、
天
候
さ
え
良
け
れ
ば
、
マ
イ
カ
ー
を
捨

て
て
、
家
族
揃
っ
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
き
た

い
も
の
で
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
マ

イ
カ
ー
で
ド
ラ
イ
ブ
は
、
考
え
も
の
で
す
。

こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
二
本
の
足
で
六
州

の
良
さ
を
確
か
め
て
み
た
い
も
の
で
す
。

(Y)


	8p用

